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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２４年１月２６日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２３年４月４日 ０８時００分ごろ 

発生場所 千葉県勝浦市勝浦漁港沖 

 勝浦市所在の勝浦灯台から真方位１５３°１４.４海里付近 

（概位 北緯３４°５５.２′ 東経１４０°２６.９′） 

事故調査の経過 平成２３年４月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 石屋
いしや

丸、６.４トン 

   ＣＢ２－７０２０３（漁船登録番号）、個人所有 

   １１.９９ｍ（Lr）×３.２５ｍ×１.２８ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数１００、平成２年５月 

Ｂ 漁船 義
よし

栄
えい

丸、４.９トン 

   ＣＢ３－８２７２５（漁船登録番号）、個人所有 

   １１.５３ｍ（Lr）×２.９０ｍ×０.９５ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数９０、昭和５９年９月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ６０歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 昭和５９年２月２日 

 免許証交付日 平成２０年５月７日 

        （平成２６年２月１日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ７３歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 昭和５０年３月１４日 

 免許証交付日 平成２１年４月２２日 

        （平成２７年４月９日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷外板中央部に直径約４５cm の破口を伴う凹損と船橋左端サッシ窓

亀裂 

Ｂ 船首部に擦過痕 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、魚群探索中のＢ船の後方で船首を

西に向けて停船したのち、Ｂ船が、西方に離れていくのを確認し、きんめ

だいはえ縄漁の操業を開始した。 

船長Ａは、前部甲板の甲板員が船首右舷側からはえ縄を投入したのち、

船尾右舷側に移動してはえ縄を投入しようとしていたところ、Ｂ船の船首
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とＡ船の左舷中央とが衝突した。 

船長Ａは、右舷側ではえ漁の投縄を行っており、左舷側から接近してく

るＢ船に気付かなかった。 

Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、船長Ｂが魚群探知機を見ながらリ

モコンで操船し、甲板員が前部甲板で漁具の準備を行い、速力約２ノット

で針路を適宜変えながら、魚群を探索していた。 

船長Ｂが、魚群を発見し、ＧＰＳプロッターで船位を確認した後、視線

を前方に戻したとき、初めてＡ船に接近していることに気付き、右舵一

杯、機関後進としたが、間に合わず、平成２３年４月４日０８時００分ご

ろ、勝浦灯台南東方沖において、Ａ船の左舷外板中央とＢ船の船首が衝突

した。 

 船長Ｂは、衝突前の約２０分間、付近に船はいないと思い、レーダーを

見ずに魚群探知機を注視していた。 

両船は、浸水及び油の流出はなく、両船とも自力で帰航した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約２ｍ  

その他の事項 Ａ船の左舷中央の破口箇所は、上甲板より上部であり、浸水しなかっ

た。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

なし 

Ａ船はきんめだいはえ縄漁の投縄中、Ｂ船は魚

群探索を行いながら航行中、勝浦灯台南東方沖に

おいて、両船が衝突したものと考えられる。 

船長Ｂは、魚群探索に意識を集中し、適切な見

張りを行っていなかったことから、Ａ船に接近し

ていることに気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、勝浦灯台南東方沖において、Ａ船がはえ縄漁の投縄中、Ｂ船

が魚群探索を行いながら航行中、船長Ｂが適切な見張りを行っていなかっ

たため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




